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平成２８年度（平成２７年度決算）事務事業評価に係る事業一覧表 

 
【学校教育課】 

 
    事 業 名                    ページ数 
 ○ 義務教育施設環境整備事業    ・・・・・・・・・・  １ 

 ○ 学校施設改修事業        ・・・・・・・・・・  ２ 

 ○ 原子力・エネルギー教育支援事業    ・・・・・・・  ３ 

    ○ 外国青年招致事業    ・・・・・・・・・・・・・・  ４ 

    ○ ＪＦＡこころのプロジェクト事業    ・・・・・・・  ５ 

    ○ 町教育委員会研究指定校委嘱事業    ・・・・・・・  ６ 

○ 教育委員会活動事業    ・・・・・・・・・・・・・  ７ 

    ○ 特別支援教育支援員配置事業    ・・・・・・・・・  ８ 

    ○ スクールカウンセラー事業     ・・・・・・・・・  ９ 

    ○ 学力向上支援体制確立対策事業    ・・・・・・・・ １０ 

    ○ ＩＣＴ支援体制確立対策事業    ・・・・・・・・・ １１ 

 ○ 要保護・準要保護児童生徒就学援助事業    ・・・・ １２ 

    ○ 育英資金貸付基金事業    ・・・・・・・・・・・・ １３ 

    ○ 学校給食費補助事業    ・・・・・・・・・・・・・ １４ 

○ 学校給食センター事業    ・・・・・・・・・・・・ １５ 

  

 

  【社会教育課】 

 

    事 業 名                    ページ数 

    ○ 青少年健全育成事業    ・・・・・・・・・・・・・ １６ 

    ○ まちづくりいきいき女性クラブ事業    ・・・・・・ １７ 

    ○ 放課後子ども教室事業    ・・・・・・・・・・・・ １８ 

    ○ 生涯学習事業    ・・・・・・・・・・・・・・・・ １９ 

    ○ 図書館事業    ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０ 

    ○ 文化財保護事業    ・・・・・・・・・・・・・・・ ２１ 

    ○ 社会教育施設整備事業    ・・・・・・・・・・・・ ２２ 

    ○ 九州及び全国競技大会出場補助事業    ・・・・・・ ２３ 

    ○ 町体育協会補助事業    ・・・・・・・・・・・・・ ２４ 

    ○ 町民体育大会実行委員会補助事業    ・・・・・・・ ２５ 

    ○ 各種スポーツ大会等開催事業    ・・・・・・・・・ ２６ 

○ 社会体育施設整備事業    ・・・・・・・・・・・・ ２７ 

     

     



平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 義務教育施設環境整備事業 
所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 事務局費 

事業費 
17,143 

財
源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円） 

 
 3,800  13,343 

基本 
方針 

重点目標  いきいき楽しい学校教育の推進 

主要施策  学校施設・設備の充実 

事業の 
内容等 

 町内小・中学校の施設整備により児童生徒の安全・学習環境の充実を図る。 

事業の 
実績等 

 
北茂安小学校、三根西小学校の吊り天井撤去工事の設計・三根西小学校の駐車場の整備を

行った。 
  
事業内容 

 平成 27 年度 義務教育施設体育館（北茂安小、三根西小）天井改修工事実施設計 
業務委託 4,050,000 円 

 平成 27 年度 三根西小学校駐車場整備工事 4,432,320 円 
        用地取得 面積・・・2,165 ㎡ 

購入費・・・8,660,000 円 

事業の 
成果等 

自己評価 計画通り完了しました。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

 

 
 １ 



 
平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 学校施設改修事業 
所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 小学校費・中学校費 

事業費 
43,852 

財
源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）   25,500  18,352 

基本 
方針 

重点目標  いきいき楽しい学校教育の推進 

主要施策  学校施設・設備の充実 

事業の 
内容等 

 学校施設の老朽化に対し改修を行う。 

事業の 
実績等 

①中原小学校南校舎屋上防水改修工事             ①26,863,920円 

②中原小学校グラウンド排水工事               ②   899,640円 

③中原小学校北校舎機械警備増設工              ③  176,904円 

④中原小学校総合遊具改修及び塗装工事            ④  810,000円 

⑤三根東小学校高圧受電設備改修工事             ⑤  845,640円 

⑥三根東小学校浄化槽放流ポンプ取替工事           ⑥  292,000円 

⑦三根東小学校漏水修理                   ⑦  240,840円 

⑧三根西小学校校舎北側非常用階段補修工事          ⑧ 4,374,000円 

⑨三根西小学校側溝整備工事                 ⑨ 2,296,080円 

⑩三根西小学校放送設備改修工事               ⑩ 1,350,000円 

⑪三根西小学校手すり等改修工事               ⑪ 1,987,200円 

⑫中原中学校通路照明増設工事                 ⑫   89,640 円 

⑬北茂安中学校普通・特別教室廊下側硝子入替工事       ⑬    72,792円 

⑭北茂安中学校駐車場夜間照明取付工事              ⑭   194,400円 

⑮北茂安中学校放送機器整備工事                 ⑮ 1,101,600円 

⑯北茂安中学校運動場内砂場縁石及び基礎撤去及び砂場新設工事  ⑯   658,800円 

⑰北茂安中学校浄化槽ばっ気ブロワー交換工事           ⑰   448,070円 

⑱三根中学校外灯バッテリー交換業務料            ⑱   799,200円 

⑲三根中学校連動中継器バッテリー交換業務料         ⑲   351,000円 

合   計                  43,851,726円 

事業の 
成果等 

自己評価 中原小学校他１８工事は、施設の老朽化改修で児童生徒利用の安全確保

と教育環境の充実を図ることができた。大規模改修等については、計画的

に実施し、その他学校からの要望に応じて、随時対応している。 
達成 

おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

  
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

 

 
 ２ 



平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 原子力・エネルギー教育支援事業 
所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 小学校費 

事業費 
79 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）  79    
基本 
方針 

重点目標  身近なエネルギーに対する知識の習得を目指す 

主要施策  エネルギー供給や仕組みの学習を目的とした教育事業の推進を図る 

事業の 
内容等 

 特定学年の授業において、エネルギー館の見学や実験器具を通じて、エネルギー供給の仕

組み等の知識の習得を図った。 

事業の 
実績等 

事業実施校：三根西小学校 
対   象：第６学年 
事業実施年数：単年申請の７年目 
 
① 簡易霧箱、手回し発電機及び光電池実験セットの購入 

事業の 
成果等 

自己評価  本事業補助金により施設見学や実験器具を活用して、子ども達にエネル

ギーの発生や供給の仕組みについて、教科書だけの学習より、より良い学

習を行なうことができた。 達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

  
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

  

 
 3 



 
平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 外国語指導助手配置業務事業 
所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 外国青年招致事業費 

事業費 
11,451 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 

（千円）   
 
 

 11,451 

基本 
方針 

重点目標  町内児童、生徒の英語学力の向上を目指す 

主要施策  英語圏外国人の指導にて、語学力向上と異国文化の知識習得を図る 

事業の 
内容等 

 町内中学校に外国人指導者（ＡＬＴ）を配置して、中学校における英語授業での日本人教

諭のアシスタント及び小学校における外国語体験学習での指導を行ない、子ども達の外国語

学力の向上と異国文化の知識習得を図る。 

事業の 
実績等 

外国人指導者（ＡＬＴ）を業者委託により、下記のとおり配置した。 
中原校区：インド籍女性 
北茂安校区：オーストラリア籍男性 
三根校区：フィリピン籍男性 
 

事業の 
成果等 

自己 ＡＬＴ３名とも、学校における勤務評価も良好で、ある程度の日本語での

会話も出来る。授業時間以外でも子ども達に親しく接しており、｢言葉が通

じない。｣といった固定観念を払拭させ、子ども達の外国語学力向上、並び

に学習意欲増進に貢献していると思われる。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

  
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

   
 

 
 ４ 



平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 JFA こころのプロジェクト事業 
所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 事務局費 

事業費 
1,131 

財
源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円） 

 
 

 
 1,131 

基本 
方針 

重点目標  夢を持つことの大切さ、夢や目標に向けて努力しようとする意識や態度を育む 

主要施策  みやき町立小学校 

事業の 
内容等 

 公益財団法人日本サッカー協会が推進するＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」事業

により、夢先生をみやき町立小学校に派遣する。 

事業の 
実績等 

 
１ 実施校  みやき町立４小学校（７クラス） 

中原小学校・北茂安小学校・三根東小学校・三根西小学校 
２ 対 象  第６学年 
３ 派遣講師 東浜巨（野球）、小林祐梨子（陸上）、高田保則（サッカー）、 

川上直子（サッカー） 
       合計４名の講師による授業を１クラス２校時実施 
４ 事業継続年数 ３年 

事業の 
成果等 

自己評価 夢先生に興味を持ちあきらめない気持ちを持つことの大切さを学んだ。

児童や教職員からの評価も高く次年度の希望も多かった。実施に伴い計画

通りに達成できた。日本サッカー協会と日本プロ野球選手会が連携協定を

結んだ直後の実施だったため、全国で初めて現役のプロ野球選手を夢先生

として、実施することができた。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

 

 
 ５ 



平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 
みやき町教育委員会研究指定校委

嘱事業（２ヶ年事業の１年目） 

所管課 学校教育課 担当 教育総務担当 

費目 事務局費 

事業費 
292 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     292 
基本 
方針 

重点目標  「生きる力」を育む教育の推進 

主要施策  主体的に生きてく児童生徒を育む教育の推進 

事業の 
内容等 

町教育委員会が三根校区３校（三根東小学校、三根西小学校、三根中学校）を研究指定校と

して委嘱し、小中の一貫した学校教育を通して、主体的に生きていく児童生徒の育成を図っ

た。 

事業の 
実績等 

○ 決算額 291,301 円 

・校区内合同研修会の実施・・・年回６回 

三根中学校を会場として、三根東小学校、三根西小学校及び三根中学校の教職員全員で構成した合同研 

修会を実施した。 

・校区内合同講演会の実施・・・年間２回 

佐賀大学教授の達富洋二先生に講演や指導助言を行っていただいた。 

・３校区担当者による先進地視察研修会 

  小中一貫教育のモデル校として京都市と兵庫県姫路市に先進地視察研修を実施した。 

事業の 
成果等 

自己評価 
小中の教員が「主体的な学び」を意識した授業を実践するようになり、児

童生徒がより主体的に学習活動に取り組む姿が見られるようになった。 

合同の研修会、講演会の実施を通して、小中学校それぞれの教職員の相互

理解が深まった。 

中学校美術教員による出前授業や小中の異学年合同『学び合い』授業を行

うなど、中学校教員の専門性を生かし教育活動を行うことができた。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

 

 
６ 



平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 教育委員会活動事業 
所管課 学校教育課 担当 教育総務担当 

費目 委員会費 

事業費 
1,057 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     1,057 
基本 
方針 

重点目標  教育の基本方針の総合的施策の推進 

主要施策  教育の基本方針の教育行政の推進 

事業の 
内容等 

 教育委員会の活動状況や会議運営状況等 

事業の 
実績等 

〈主な学校行事参加関係〉 

○ 小学校入学式（４／８）・中学校入学式（４／９）・・・教育委員分散しての告辞 

○ 学校訪問（年間通して、小中学校７校の訪問）・・・教育委員全員 

○ 運動会・体育大会への参加・・・教育委員分散しての参加 

○ 文化祭・・・教育委員分散しての参加 

○ 青少年主張会・・・教育委員全員 

○ 小学校卒業式（３／１８）・中学校卒業式（３／１１）・・・教育委員分散しての告辞 

〈主な会議参加関係〉 

○ 町定例教育委員会（年１２回）・町臨時教育委員会（年１回、３月）・総合教育会議（２月） 

○ 三神地区教育委員会連絡協議会（春と秋の年２回） 

事業の 
成果等 

自己評価 教育委員自身、子どもたちの学校生活を把握できる機会を逃さないように

学校行事には、積極的に参加している。 
会議関係では、町定例教育委員会において、付議議案のほかに、佐賀県の

教育状況については教育長会資料により、また町内の状況については、校

長会・教頭会の資料により確実に情報の共有を図っている状況である。 
また、県・三神地区の連絡協議会等の研修にも積極的に参加し、意見交換

や現在の情報共有ができている。地域の声を聴くため、地区懇談会・ＰＴ

Ａ等の行事に積極的な参加を行っているところである。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

  

 
 ７ 



平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 特別支援教育支援員配置事業 
所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 事務局費 

事業費 
10,483 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     10,483 
基本 
方針 

重点目標 「生きる力」を育む教育の推進 

主要施策  特別支援教育の一層の充実 

事業の 
内容等 

小中学校に在籍する障害を持つ児童生徒に対して、学校教育活動上の日常生活の介助や学

習活動上のサポートを行う。 

事業の 
実績等 

○ 特別支援学級入級者の状況（Ｈ２7．５．１現在） 

学校名 知的 情緒 難聴 通級 学校名 知的 情緒 難聴 通級 

中原小 3 12 1 1 中原中 1 1 0 0 

北茂安小 5 3 0 22 北茂安中 5 3 0 0 

三根東小 1 3 0 0 三根中 1 2 0 0 

三根西小 2 1 0 0 計 18 25 1 23 

○ 小学校４校に、中原小 3 名、北茂安小 2 名、三根東小 2 名、三根西小 2 名の計 9 名を配置し、特別支援

員の補助生活指導によるきめ細かな生活指導に努めている。 

○ 通級者（まなびの教室）の状況 

 ・中原小学校 1 名、北茂安小学校 22 名が、北茂安小学校内通級学級へ週 1～2 回（1～2 時間）程度の通

級を行っている。 

事業の 
成果等 

自己評価 年々増加する特別支援学級の児童生徒に対し、より早い小学校段階での

支援を手厚くするため、特別支援学級担任及び交流学級担任を補助する役

割を担っている。特別支援学級においては、複数の児童を担任と分担して

支援したり、支援員が教諭補助員（Ｔ２）の役割を行ったり、個に応じた

指導を行っている。交流学級においては、他の児童と円滑に体験活動、学

校行事等に取り組めるよう効果的な支援を行い児童の学びを充実させるこ

とができた。昨年度より 1 人の増員をし三根西小学校に配置した。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 スクールカウンセラー事業 
所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 事務局費 

事業費 
2,015 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）  671   1,344 
基本 
方針 

重点目標  「生きる力」を育む教育の推進 

主要施策  豊かな心を育む教育の推進 

事業の 
内容等 

 教育相談に関して、専門的な知識・経験を有する者をカウンセラーとして配置し、学校に

おけるカウンセリング機能の充実を図る。中学校の事業費については、県費となる。 

事業の 
実績等 

○ 小学校においては、児童では友人関係、教職員・保護者では不登校傾向児童に係る相談が多かった。ま

た、保護者の性格に関する相談が多くみられる。中学校においても、不登校傾向生徒に係る相談多く、生

徒自身は、友人関係に関する相談が多い。教職員からは学校、学級に関する相談が多かった。 

○ 各小中学校において、教員及び保護者に対し、カウンセラーによる研修会を年１～３回行った。 

学校名 児童（人） 教職員（人） 保護者（人） 時間（h） 学校名 生徒（人） 教職員（人） 保護者（人） 時間（h） 

中原小 33 9 19 96 中原中 41 6 15 72 

北茂安小 22 15 22 104 北茂安中 36 25 3 140 

三根東小 16 30 11 88 三根中 28 21 10 72 

三根西小 11 8 8 92 計 105 52 28 284 

計 82 62 60 380 

○ 小学校分は町費、中学校分は県費より直接支出 

事業の 
成果等 

自己評価  昨年度に比べると、小学校では、全体の相談件数は増加している。特に

児童の相談が増加している。中学校でも、昨年と比較すると全体の相談件

数は増加している。教職員・保護者の相談は昨年度より減少傾向にはある。

引き続き当該事業を活用し、悩みや心配事がある児童生徒や保護者及び教

職員の個々の相談案件への個別対応により、学校・家庭教育においての細

かな対応に努めていきたい。また、カウンセラー指導助言により、学校と

家庭との連携をさらに充実させ、問題行動に対する未然防止や事後カウン

セリングを引き続き行い安定した教育環境の確立を図っていきたい。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 
達成 

おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 教職員の相談結果については、配慮をしてください。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

 学校現場で適切に対応していただくよう、校長会等で指導していく。 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 学力向上支援体制確立対策事業 
所管課 学校教育課 担当 教育総務担当 

費目 事務局費 

事業費 
10,543 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     10,543 
基本 
方針 

重点目標  「生きる力」を育む教育の推進 

主要施策  確かな学力を育む教育の推進 

事業の 
内容等 

教諭補助事業・・・中学校に教諭補助員を配置し、生徒の学力向上及び生徒指導を行う。 
         また、不登校対策として、教育委員会事務局で不登校児童・生徒への

個別指導を行う。 

事業の 
実績等 

 

○ 教諭補助事業  決算額 10,542,432 円 

 ・町の直接雇用（３中学校に６名、不登校対策（事務局内勤務）１名・・計７名の配置） 

・中原中学校２名（理科・体育） 北茂安中学校２名（国語・体育） 

三根中学校２名（国語・体育） 

 ・担当教科でＴＴを実施し、Ｔ２の役割を担うことで学習支援を行った。 

  

事業の 
成果等 

自己評価  教諭補助員を配置したことで、一人一人の学習内容に応じた支援・対応

ができたことで、個々の学力が向上できたと思われる。また、問題行動等

においても教諭支援を行い、落ち着いた学校生活ができている。 
 不登校児童生徒対策として、教育委員会に『フリースクール』を開校し、

不登校児童・生徒の受け入れを行い、個別指導を通じて、通学者の学校・

社会への適応力の醸成を図った。 
 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 ＩＣＴ支援体制確立対策事業 
所管課 学校教育課 担当 教育総務担当 

費目 事務局費 

事業費 
5,736 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     5,736 
基本 
方針 

重点目標  「生きる力」を育む教育の推進 

主要施策  確かな学力を育む教育の推進 

事業の 
内容等 

授業における ICT 利活用を円滑に進める環境づくりとして、教員の ICT 活用を支援する

「ICT 支援員」を配置することによりサポート体制の充実を図る。 

事業の 
実績等 

 

○ ＩＣＴ支援員配置事業  決算額 5,736,000 円 

 ・町の直接雇用（３校区に各１名の配置） 

 ・電子黒板やタブレット端末の利活用の支援を行った。 

事業の 
成果等 

自己評価  授業や研修の開始前に機器やソフトウェアを設定したり、授業中や研修

中に操作したり、操作方法を説明するなど教員の指導を支援する。 
デジタル教材について、情報を収集し紹介するとともに、それらの効果

的な活用方法や指導案・指導計画づくりについて教員に助言を行っている。 
情報モラルやインターネット上の有害情報等の問題については、情報サ

ービスの変化・多様化や、その中で児童生徒がこれまでなかったような被

害に遭うケースの出現も考えられることから、最新の情報をもつ ICT 支援

員の役割は重要である。 
また、学校からはもっと教科教育の面で授業に積極的にかかわってほし

いという要望もあがっている。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

さらに教職員に対する研修を推進してください。 
 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

今後ともＩＣＴ支援員を中心に、機器の操作方法やセキュリティー対策の強化等、教職員

の研修に取り組んでいきたい。 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 
要保護・準要保護児童生徒 

就学援助事業 

所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 小中学校費 

事業費 
11,987 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     11,987 
基本 
方針 

重点目標  教育活動を支える環境の整備 

主要施策  学校・家庭・地域が連携した教育の推進 

事業の 
内容等 

学校教育法第１９条に基づく、経済的な理由によって就学困難な児童生徒の保護者に対し

て、必要な援助を行い、義務教育の円滑な実施に資する。 

事業の 
実績等 

【要保護児童生徒】  

・小学校 ３名  中学校 ２名   計５名 

 ・修学旅行費（実費）のみの支給 

 ・支給総額  小学校 ０円  中学校  ０円 

【準要保護児童生徒】 

 ・小学校 ９５名  中学校 ６６名   計 １６１名 

 ・認定者数は、年々増加傾向にある。 

（Ｈ２６年度 １５５名、H２５年度：１５９名、H２４年度：１５９名、H２３：１６１名、 

H２２年度：１５０名、H２１年度：１４０名、H２０年度：１１８名） 

 ・学用品費等、通学用品費、校外活動費、修学旅行費、新入学児童生徒学用品費、医療費、学校給食費 

  を支給。費目によっては、実費負担額支給をするが、限度額がある費目もある。 

 ・支給総額  小学校 5,885,855 円  中学校 6,100,349 円 

・毎年、２月の町広報で申請のお知らせをしている。随時申請も受け付けている（扶助費は月割） 

事業の 
成果等 

自己評価  準要保護児童生徒の増加は、景気が不安定な中にあり、また離婚等によ

るひとり親家庭が年々増加していることが主な原因である。 
学校給食費等滞納者にあっては、学校・給食センターと教育委員会で協

議しながら申請を提出いただいている。就学援助事業を活用しながら、家

庭教育力向上ができればと思っているところである。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 
達成 

おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 育英資金貸付基金事業 
所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 事務局費 

事業費 
3,000 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）    3,000  
基本 
方針 

重点目標  教育活動を支える環境の整備 

主要施策  学校・家庭・地域が連携した教育の推進 

事業の 
内容等 

育英助長の必要があると認める本町に住所又は本籍を持つ優秀な高等学校または大学等に

在学（進学）する者の中で、勉学等に意欲があり、経済的理由により学資の支弁が困難であ

る者に対して修学上必要な資金として貸し付ける。 

事業の 
実績等 

○ 平成２７年度から制度の充実を図る目的として、貸付金額を大学生等２万円から４万円に、高校生等を

１万円から２万円に増額し、償還年数も６年間から８年間に延長した。 
○ 大学生等 月額４０，０００円以内 ／ 高校生等 月額２０，０００円以内 の貸付 
○ 貸付期間は当該学年から正規修業時まで 利率は無利子 
○ 基金及び貸付者等の状況                      （単位：千円，人） 

 積立金 返済額 
既認定者 申請者 認定者 

貸付額 残額 
高校 大学 高校 大学 高校 大学 

平成２３年度 2,000  1 5 1 1 2 6 1,680 1,680 

平成２４年度 2,000   368 2 6 1 2 2 6 1,680 2,368 

平成２５年度 2,000   546 2 6 0 2 2 6 1,680 3,234 

平成２６年度     0 2,106 1 4 0 3 1 7 1,800 3,540 

平成２７年度     0 1,087 0 5 2 4 2 8 3,000 1,627 

○ 平成２０年度より貸付を開始している。みやき町育英資金運用委員会（委員５名）にて、採用者の決定

を行っている。平成２７年度は５／２６に開催し、高校生２名・大学生３名の採用をした。 
○ 返済については、平成２４年度より３名、２５年度より１名、２６年度より３名、２７年度より３名の

償還が始まった。６年以内（２７年度貸付者からは８年以内）で月賦又は年賦で返済する。４名は返済完

了している。 

事業の 
成果等 

自己評価 
 育英資金貸付事業の開始から８年目である。町広報の２・３月号に掲載をして募集を

行い、２０名の奨学生へ貸付を行った。平成２４年７月から３名、２５年７月１名、２

６年７月３名、２７年７月３名の償還が開始され、償還計画どおり償還がなされている。

現在の貸付者は９名である。申請者においては、佐賀県等や他の育英資金貸付との兼ね

合いを見ながら申請されている。返済が開始しても貸付の方が多いので、積立等をしな

がら基金を賄っていく状況である。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 
 
  

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 学校給食費補助事業（第３子） 
所管課 学校教育課 担当 学校教育担当 

費目 地方創生費 

事業費 
4,605 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     4,605 
基本 
方針 

重点目標  子育て世代、特に多子世帯が抱えている経済的負担を軽減し、定住促進に寄与する。 

主要施策  第３子以降の学校給食費を補助し、無料化する。 

事業の 
内容等 

第３子以降の学校給食費を補助し、無料化することで、子育て世代、特に多子世帯が抱え

ている経済的負担を軽減し、安心して子育てができる環境の整備を図り、もって定住促進に

寄与することを目的とした事業。 

事業の 
実績等 

【学校別対象者数及び金額】 
・中原小学校  ３４名 1,542,150 円 
・北茂安小学校 ３１名 1,422,800 円 
・三根東小学校 １５名  691,500 円 
・三根西小学校 １４名  646,200 円 
・中原中学校   ２名  111,600 円 
・北茂安中学校  ２名  111,600 円 
・久留米小学校  １名   45,300 円 
・上峰小学校   １名   33,810 円 
※対象は同一世帯で小中学校に在学する児童及び生徒を 3 人以上養育している世帯の 3 人目

以降の児童及び生徒 

事業の 
成果等 

自己評価 対象児童生徒100名92世帯の多子世帯に学校給食費を無料にすることで経

済的負担を軽減することができ、子育て支援につなげた。 
達成 

おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

  
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 学校給食センター事業 
所管課 学校教育課 担当 学校給食担当 

費目 給食センター費 

事業費 
49,723 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）   16,500  33,223 
基本 
方針 

重点目標  児童及び生徒の心身の健全な発達に資する給食の提供 

主要施策  栄養バランスのとれた豊かな学校給食の提供 

事業の 
内容等 

 小学校２校・中学校２校、一食あたり小学生２４５円・中学生２９４円で年間１９３回 
の給食を提供し、９月より単独校３校に炊飯を提供した。 

事業の 
実績等 

 

○ 食物アレルギーに対する除去食・代替食を提供した。（小学生 ３名 中学生 ４名） 

○ 食の安全を徹底するために、調理員の衛生管理研修を実施した。（７月３０日） 

○ 安心・安全な給食提供のため、地元野菜の供給を推進した。 

○ 炊飯システムの設置により、北茂安小学校・北茂安中学校・中原小学校へ９月から炊飯を提供した。 

  （炊飯システム設置工事 １７，６０８千円  シンク・おひつ・パンラック ２，９３２千円   

   食器・トレイ・食器篭 １，４８１千円） 

   学校名 児童・生徒数 職員数 

 北茂安小学校 ５０４ ３７ 

 北茂安中学校 ２６５ ２５ 

 中原小学校 ３８７ ４０ 

                 

事業の 
成果等 

自己評価 
○衛生管理を徹底し、食中毒等の事故も無く、充実した給食内容を提供

できた。 
○給食費の未納はない。 
○異物の混入が数回あり、その都度原因を特定し、改善した。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 異物混入が極力ないように努めてください。 
  

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

今後とも研修会の開催や業者に対する指導を行い、衛生管理の徹底に努めていきたい。 

 
１５ 



平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 青少年健全育成事業 
所管課 社会教育課 担当 社会教育担当 

費目 社会教育総務費 

事業費 
2,907 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     2,907 
基本 
方針 

重点目標  生涯学習の総合的な推進と青少年の健全育成 

主要施策  青少年の体験活動の充実及びサポート隊組織強化と活動の充実 

事業の 
内容等 

 青少年健全育成指導員や青少年育成町民会議と連携し、地域での青少年育成や青少年サポ

ート隊活動による子どもたちの安全安心な環境づくりに取り組む。 

事業の 
実績等 

・青少年健全育成指導員については、各地区１名の計５７名に委嘱して、校区ごとに月１回程度指導員会議

を開催し、地域での活動や現状報告を行い青少年の育成に取り組んだ。また、青少年健全育成指導員が主体

となって地区懇談会を開催し、小・中学校の現状や教育委員会の取組み等を報告し、地域住民との意見交換

を行った。（２６地区実施） 

・青少年育成町民会議においては、地区内で取り組まれる体験活動やふれあい交流活動に対して助成を行う

「青少年育成地区活動補助事業」を実施。（４９地区助成） 

・広報啓発事業として、「少年の主張」文集を作成し各世帯に配布した。 

・小中学校交流主張会を１１月に校区ごとに開催した。 

・青少年サポート隊による登下校時の立番や防犯パトロールを実施した。 

・組織強化として、隊長会議を年１回開催しあいさつ運動の推進や交通防犯講話を実施した。また、長崎県

時津町に先進地視察を行い様々な取り組みを参考にして活動の充実を図っている。 

事業の 
成果等 

自己評価 
地域において子どもと大人が一緒になって参加する体験活動やふれあい

活動を推進することにより、青少年育成の充実を図ることができた。また、

青少年サポート隊の活動により、登下校時の交通事故や子どもたちが犯罪

に巻き込まれるような事件を未然に防いでいる。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

 

 
１６ 

 



平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 
まちづくりいきいき女性クラブ 
事業 

所管課 社会教育課 担当 社会教育担当 

費目 社会教育総務費 

事業費 
2,215 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     2,215 
基本 
方針 

重点目標  地域住民の交流を図り親睦と連携の強化 

主要施策  女性活動・町民協働支援の推進 

事業の 
内容等 

地域が一体となり共に支えあう福祉社会の形成及び女性の視点に立った魅力ある住みよい

まちづくりの実現を図るため、各行政区に、まちづくりいきいき女性クラブ地区推進員を置

き、その活動に対して助成金を交付する。 

事業の 
実績等 

 

○３５地区 ３８名登録（４００世帯を超える行政区は、１人増員可） 

・中原校区 ９地区１１名 ・北茂安校区 １１地区１２名 ・三根校区 １５地区１５名 

 

○活動内容  

・交流事業 世代間交流 花見 そば打ち 餅つき ぜんざい会 ウォーキング 等 

・各種教室 料理教室 ゴキブリ団子作り バルーンアート作り 健康体操等 

・奉仕活動 花壇の花植え 草取り ごみ拾い 資源回収 夏休み寺子屋 等 

・研  修 工場見学 視察研修 ふるさと探訪 神社等見学 等 

・地区行事サポート 敬老会 町民体育大会 その他地区行事 

事業の 
成果等 

自己評価 

推進員の活動により、女性だけでなく、男性、子ども等の参加により、

地域住民の交流を行うことにより親睦と連携の強化がなされた。 
町全域５７地区の内、３５地区の設置である。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

今後とも地区を増やすよう努めてください。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

地区推進員については、区長の推薦により設置されるものである。 
今後も未設置の地区については、区長会で説明し協力を求めるとともに、教育委員会だより

や広報誌等によりいきいき女性クラブの活動状況、特徴的な取組等を PR して、より多くの

地区が設置されるよう努めていきたい。 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 放課後子ども教室事業 
所管課 社会教育課 担当 社会教育担当 

費目 社会教育総務費 

事業費 
1,076 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）  716   360 
基本 
方針 

重点目標  生涯学習の総合的な推進と青少年の健全育成 

主要施策  総合的な放課後子どもプランの実施および活動の推進 

事業の 
内容等 

 校区ごとに、スポーツ、手芸、英会話等の教室を実施し、多様な体験活動の機会を充実さ

せ、子どもたちの心豊かな成長を育むことを図る。さらに、地域住民の参画を得ることによ

り、地域ぐるみで子どもを育む環境づくりを推進する。 

事業の 
実績等 

○ ４月～翌年２月にかけて、全１５回、土曜日の午前中に、中原風っ子元気スクール、茂安っ子いきいき

スクール、三根わくわくスクールを各校区において実施した。また、夏休み期間中も、各校区において夏休

み子ども教室を実施し多くの子どもたちが参加した。 

○ 教室内容：スポーツ、手芸、英語、木工、ハンドベル、遊んじゃ王（昔遊びや体験活動等）等 

放課後子ども教室名 
土曜子ども 

教室開催回数 

夏休み子ども

教室開催回数 
参加者数 延べ参加者 

中原風っ子元気スクール １５回 ９回 ２６１名 １，２２１名 

茂安っ子いきいきスクール １５回 ９回 ２０４名   ８１８名 

三根わくわくスクール １５回 ９回 １４２名   ６５６名 

計 ４５回 ２７回 ６０７名 ２，６９５名 
 

事業の 
成果等 

自己評価 
放課後子ども教室を実施したことで、子どもたちの安全で健やかな居場

所を提供でき、小学１年生から６年生までの異年齢間の交流も図ることが

できた。さらに、小学校の授業では学べない知識の取得や経験ができた。 

また、地域の方々が指導員として参加していただいたことで子どもたちと

の交流も深められた。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 生涯学習事業 
所管課 社会教育課 担当 社会教育担当 

費目 公民館費 

事業費 
711 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）    650 61 
基本 
方針 

重点目標  生涯学習の総合的な推進と青少年の健全育成 

主要施策  生涯学習の環境づくり 

事業の 
内容等 

 住民の多様化する学習ニーズに対応して、各種教養講座や教室を実施し、住民の教養の向

上、健康増進を図る。 

事業の 
実績等 

各校区における公民館事業の実施状況 

区分 事業の種類 回数 
参加者数 (人) 

男 女 計 

中原 

校区 

みやき塾 (中原編)、風カレッジ、パソコン講座 
18 回 117 249 366 

北茂安 

校区 

みやき塾 (北茂安編)、佐賀の歴史講座、エコクラフトバッ

グ作り教室、焼物絵付け教室、さおり織り教室、ハンドベ

ル教室、パソコン教室（エクセル初級・中級） 
27 回 180 372 552 

三根 

校区 

みやき塾（三根編）、生きがい講座 
7 回 37 263 300 

計  52 回 334 884 1,218 
 

事業の 
成果等 

自己評価 
住民のニーズに対応する講座･教室を開催することで、生涯学習の情報提

供、環境づくりが実施できた。今後も参加者を増やすために努めていきた

い。また、介護予防事業と連携した高齢者向けの講座を行い、多くの高齢

者が楽しんで講義を受けられた。高齢者が生涯を健康で生きがいを持って

生活できるよう支援した。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 
 

図書館事業 
所管課 社会教育課 担当 図書館担当 

費目 図書館費 

事業費 
（千円） 

3,100 財
源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 

   500 2,600 
基本 
方針 

重点目標  社会教育の振興、歴史や文化の情報発信 

主要施策  生涯学習の環境づくり 

事業の 
内容等 

町民が知りたい読みたい資料を購入及び他館より借受け提供し、町民の知的要求に応え、

生活の向上を助ける。 

事業の 
実績等 

○ 蔵書構成 
 一般書 児童書 ＡＶ資料 雑誌 合計 
２７年度末 ４９，８６５ ２０，４２４ １，９１３ ２，９３４ ７５，１３６ 

内 2７年度受入分 （１，５５２） （５９０） （９６） （４６１） （２，６９９） 

○ 貸出実績 
開館日数 館外貸出人員 館外貸出冊数 1 日平均貸出冊数 
２７８日 ２１，５１３人 ９５，１７４点 ３４２点 

○ リクエスト、レファレンスサービス 
 ・ リクエスト 予約件数 ２，０１２件 

（貸出中資料については予約処理、未所蔵資料については購入及び他館より借受で対応） 
・ レファレンス  ６４６件 （読書相談、調べものに対応） 

○ 図書館とこすもす館・農村環境改善センター図書室がオンラインで結ばれ、共通カード

での貸出及びインターネット蔵書公開を実施中。 

事業の 
成果等 

自己評価 
図書館とこすもす館・農村環境改善センター図書室がオンラインで結ば

れ、各図書室の資料情報も提供できるようになり、遠隔地住民への図書館

サービスの向上に繫がった。町民の日常情報サービスの場として、生涯学

習の場として、郷土の歴史や文化を学ぶ場としての充実を図った。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 

年度以

降の取

組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 文化財保護事業 
所管課 社会教育課 担当 社会教育担当 

費目 文化財保護費 

事業費 
26,960 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円） 3,500 1,322  19,544 2,594 
基本 
方針 

重点目標  開発と埋蔵文化財の調整及び保護、史跡維持管理、その他業務の推進 

主要施策  開発把握の徹底、史跡の活用、文化財の啓発活動の推進 

事業の 
内容等 

・開発を事前に把握し埋蔵文化財の有無を確認する確認調査事業 

・確認調査の結果検出された重要な遺跡について、より詳細に内容を把握し、遺跡の記録保存を図るための

本調査事業 

・県・町指定史跡の維持管理事業 

・文化財の啓発活動事業など。 

事業の 
実績等 

○ 平成 27 年度文化財保護法第９３・９４条第 1 項による開発届出処理件数：４６件 

確認調査実績件数：４８件（４８件中、１１件で遺跡を確認し、９件が設計変更等により遺跡が保護さ

れた。一方２件が記録保存のための本調査（受託事業）へ移行した。） 

○ 本調査実施（受託事業） 

・工業団地造成に伴う白虎谷古墳群、JA 農業倉庫建設に伴う西寒水四本柳遺跡の本調査を実施し、平成

２６年度に調査を実施した江口五本松北遺跡の整理作業を実施した。 

・事業費：白虎谷古墳 8,144,634 円 西寒水四本柳遺跡 7,840,089 円 江口五本松北遺跡 3,559,739 円 

○ 県指定史跡―４ヶ所、町指定史跡―２ヶ所の維持管理業務を実施した。 

○ 歴史講座等の町民に向けた講座を開催し、文化財への啓発活動を行った。 

・歴史講座―全８回で、参加者総計６４３名（前年度―全 8 回、参加者総数４９９名） 

事業の 
成果等 

自己評価 ○ 開発に伴う確認調査及び本調査を実施することにより、みやき町の歴

史の証しである埋蔵文化財と開発との調整を図ることができた。 
○ 史跡維持管理は、除草作業を行い、景観美化に努めることができた。 
○ 啓発活動の歴史講座については、ほぼ毎月８０名を超える参加があり、

郷土の文化財への理解を深めていただき、地域活性化の一助となるよう努め

ることができた。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成２８年度（Ｈ２７年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 社会教育施設整備事業 
所管課 社会教育課 担当 社会教育担当 

費目 社会教育等施設費 

事業費 
109,022 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）  600 102,000  6,422 
基本 
方針 

重点目標 芸術・文化に触れる機会や活動の場を増やし、個性的な文化環境づくりに努める 

主要施策 社会教育施設・設備の充実 

事業の 
内容等 

 施設の老朽化に伴い、合併特例債を活用して施設全体の機能強化工事を行った。平成 27
年度は働く婦人の家、農村環境改善センターの機能強化工事（内部改修工事、外壁改修工事、

LED 照明設置、空調機器設置等）を実施した。また、「佐賀県身近なユニバーサルデザイン

推進事業費補助金」を活用して、農村環境改善センター内女子トイレの和式便器２基の洋式

化工事を実施した。 

事業の 
実績等 

○働く婦人の家機能強化工事 
実施設計委託料 １，３８３千円 

工事請負費  ３２，１０２千円 

○農村環境改善センター 

   機能強化工事 ７３，９３８千円 

（平成 26・27年度事業  平成 26年度事業費：91,459千円） 

   ＵＤ推進工事  １，５９９千円 

事業の 
成果等 

自己評価 
計画通りに完了した 
 
 
 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成 28 年度（Ｈ27 年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 
九州及び全国競技大会 

出場補助事業 

所管課 社会教育課 担当 社会体育担当 

費目 保健体育費 

事業費 
741 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     741 
基本 
方針 

重点目標  たくましい心身の育成をめざす 町民総スポーツの振興 

主要施策  競技スポーツの振興 

事業の 
内容等 

 本町内に在住する者が九州地区又は全国競技大会に出場する場合に予算の範囲内において

補助金を交付し出場者の負担軽減を図り社会体育の振興に寄与する。 

事業の 
実績等 

○ 全国大会 一般バウンドテニス(東京都 1 名) 小学生卓球(兵庫県 2 名) 小学生空手(東京都 4 名) 

小学生剣道(東京都 6 名) 中学生野球(大阪府 1 名) 中学生空手(香川県 4 名)  

一般テニス(山口県 1 名) 小学生新体操(東京都 1 名) 一般ラグビー(大阪府 1 名)  

中学生選抜バレー(大阪府 1 名) 中学生空手(北海道 3 名) 一般フットサル(愛知県 2 名) 

小計 27 名  476 千円    

○ 九州大会 一般ハンドボール(宮崎県 1 名) 小学生柔道(長崎県 1 名) 小学生空手(宮崎県 3 名) 

中学生サッカー(鹿児島県 8 名) 小学生卓球(宮崎県 3 名) 小学生野球(福岡県 16 名) 

中学生選抜女子野球(熊本県 2 名) 中学生水泳(鹿児島県 8 名) 

一般女子サッカー(鹿児島県 2 名) 一般テニス（熊本県 3 名） 一般ラグビー(沖縄県 2 名) 

一般フットサル(沖縄県 1 名)  

       小計 50 名  265 千円 

  合計 のべ 77 名 741 千円 (前年度 120 名 1,071 千円) 

 

事業の 
成果等 

自己評価 前年度と比較して人数で 43 名、金額で 330 千円の減少となっている。し

かし、これは成績を残した競技が団体か個人か、また大会が実施された地

域によって異なってくるため、一概には比較できない。ただ、補助金を交

付した件数で判断すれば、前年度 26 件、今年度 24 件と大差はなく、事業

の成果としては十分に達成できたと考える。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 文化活動についても、対応をしていただきたい。 
 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 

 文化活動についても補助金交付要綱の要件等を満たす場合は対応していきたい。 
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平成 28 年度（Ｈ27 年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 町体育協会補助事業 
所管課 社会教育課 担当 社会体育担当 

費目 保健体育費 

事業費 
3,500 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     3,500 
基本 
方針 

重点目標  たくましい心身の育成をめざす 町民総スポーツの振興 

主要施策  競技スポーツの振興 

事業の 
内容等 

 町体育協会に加盟する各種目団体(17 団体)が行う大会・講習会等、ＰＲ及び各種目団体が

事業を行った場合の事業費の一部補助、また、県民体育大会出場者の募集及び選手派遣費等

の補助を行う。 

事業の 
実績等 

○ 専門部事業実施回数 

・剣道部        2 回       ・柔道部        3 回 

・ゲートボール部    10 回       ・野球部        1 回 

・グラウンドゴルフ部  6 回       ・卓球部        2 回 

・テニス部       3 回       ・バレーボール部    5 回 

・ゴルフ部       3 回       ・ソフトボール部    3 回 

・相撲部        2 回       ・バドミントン部    3 回 

・ボーリング部     2 回       ・合気道部       1 回 

・陸上         1 回                 計 47 回 

○ 県民体育大会実績     総合順位   町の部 第 5 位 (昨年 4 位) 

   主な結果     水泳(町の部) 優勝    

剣道女子・バレーボール女子・ソフトボール男子Ａ  3 位 

事業の 
成果等 

自己評価 会員数についてはここ数年 1,500 人を少し下回る人数で推移している。

各専門部については、卓球部及びバドミントン部が新たにジュニア教室を

開催するなど、競技人口の確保を目的とした若い世代の育成という努力を

されている。また、県民体育大会においては総合順位が 5 位と 1 つ下がり

惜しい結果となったが、水泳競技が 3 年連続町の部優勝など団体競技の活

躍が多数見られる。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成 28 年度（Ｈ27 年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 
町民体育大会実行委員会 

補助事業 

所管課 社会教育課 担当 社会体育担当 

費目 保健体育費 

事業費 
528 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     528 
基本 
方針 

重点目標  たくましい心身の育成をめざす 町民総スポーツの振興 

主要施策  多様なニーズに対応できる生涯スポーツの振興 

事業の 
内容等 

 スポーツ・レクレーションを通じて町民の融和と健康づくりを図り、生涯スポーツ、地域

スポーツの振興と明るく豊かな町づくりのため町民体育大会を開催する実行委員会に補助金

を交付することにより大会経費の軽減を図る。 

事業の 
実績等 

○ 中原校区町民体育大会 

 事業費 177 千円  参加人数  中学生以下 約 300 人 一般 約 900 人 合計 約 1,200 人 

 得点種目（分館対抗競技）4 種目 リレー種目 7 種目 レクリエーション種目 11 種目で開催された 

 

○ 北茂安校区町民体育大会 

 事業費 185 千円  参加人数  中学生以下 約 300 人 一般 約 1,600 人 合計 約 1,900 人 

 得点種目（分館対抗競技）5 種目 リレー種目 2 種目 レクリエーション種目 10 種目で開催された 

 

○ 三根校区町民体育大会 

 事業費 166 千円  参加人数  中学生以下 約 200 人 一般 約 1,600 人 合計 約 1,800 人 

 得点種目（分館対抗競技）7 種目 リレー種目 4 種目 レクリエーション種目 5 種目で開催された 

事業の 
成果等 

自己評価 前年度が、台風接近に伴う危険回避のため中止となり、2 年ぶりに開催さ

れた町民体育大会であったが、当日は天候にも恵まれ、孫からおじいちゃ

ん・おばあちゃんまで、各世代が一緒になって競技を楽しみ、大きな事故

もなく実施することができた。プログラムについては、実行委員会の中で

十分協議し、一部種目の変更なども行った。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

  
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成 28 年度（Ｈ27 年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 各種スポーツ大会等開催事業 
所管課 社会教育課 担当 社会体育担当 

費目 保健体育費 

事業費 
291 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）     291 
基本 
方針 

重点目標  たくましい心身の育成をめざす 町民総スポーツの振興 

主要施策  多様なニーズに対応できる生涯スポーツの振興 

事業の 
内容等 

 スポーツを通じて町民の融和と健康づくりを図り、生涯スポーツ、地域間スポーツの振興

と明るく豊かな町づくりを目指す。 

事業の 
実績等 

○ 6/28 第 11 回分館対抗女子ミニバレーボール校区大会 

29 チーム 401 名の参加(1 位 中原→山田･簑原、北茂安→東尾、三根→新町) 

  7/5  第 11 回分館対抗女子ミニバレーボール町決勝大会 

12 チーム 165 名の参加(1 位 白石･西尾、2 位 山田･簑原、3 位 東尾、新町) 

○ 9/11  第 10 回分館・クラブ対抗ナイタースーパーキックベースボール大会 

7 チーム 96 名の参加(Ａパート 1 位 豆津、Ｂパート 1 位 グリモンＯＢ) 

○ 11/4 登山教室 

大分県 由布岳 26 名の参加 

○ 11/9～20 第 10 回クラブ対抗女子ミニバレーボールリーグ戦 

15 チーム 182 名の参加(Ａｸﾗｽ 1 位白石、Ｂｸﾗｽ 1 位ブレイブ、Ｃｸﾗｽ 1 位ビクトリー) 

○ 11/29 第 3 回分館対抗男子アジャタ(スポーツ玉入れ)大会 

25 チーム 185 名の参加(1 位 土井内、2 位 東分) 

○ 3/8、3/15、3/22 ニュースポーツ教室 

室内ﾍﾟﾀﾝｸ、ﾀﾞｰﾂ、ｼｬﾌﾙﾎﾞｰﾄﾞ、ｽﾎﾟﾝｼﾞﾃﾆｽ等 延 38 人参加    

事業の 
成果等 

自己評価 開催内容の大会・教室において、参加者数に多少の変動はあるが、安定

した参加が見られている。25 年度より開始したアジャタ(スポーツ玉入れ)
大会は 3 回目を迎え参加チームも増加し、当日も少しでもタイムを短縮し

ようと大いに盛り上がった。用具についても分館からの借用回数も増えて

おり、誰でも気軽に参加できるスポーツとして、今後も周知・普及に努め

たい。 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 

年度以

降の取

組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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平成 28 年度（Ｈ27 年度決算） みやき町教育委員会 

事業名 社会体育施設整備事業 
所管課 社会教育課 担当 社会体育担当 

費目 保健体育費 

事業費 
208,080 財

源 

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 
（千円）   197,500  10,580 
基本 
方針 

重点目標  たくましい心身の育成をめざす 町民総スポーツの振興 

主要施策 社会体育施設・設備の充実 

事業の 
内容等 

 老朽化による雨漏り、外装・内装の劣化など施設の不具合の解消及び長寿命化を目的とし

て中原体育館と北茂安武道館の改修工事を行った。また施設利用者により快適に利用しても

らえるよう中原テニスコートの整備工事も行った。いずれの工事も合併特例債を活用して実

施した。 

事業の 
実績等 

○中原体育施設（体育館）整備工事 
事業費  124,740千円（実施設計委託料、施工監理委託料含む） 

 工事内容 屋根改修、内外壁のクラック補修及び塗装、吊り天井の撤去など 

 

〇北茂安武道館改修工事 

 事業費   55,260千円（実施設計委託料含む） 

 工事内容 屋根改修、内外壁補修及び塗装、柔道畳入替、剣道場床改修など 

 

〇中原テニスコート整備工事 

 事業費   28,080千円 

 工事内容 人工芝の整備 

事業の 
成果等 

自己評価 
計画通りに完了した 
 
 
 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

評 価 

委 員 

評価結果 指 摘 事 項 

達成 
おおむね達成 
やや不十分 

不十分 

 
 特になし。 

次年度

以降の

取組み 

指 摘 事 項 を 受 け て の 改 善 点 等 
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